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〜番町の住環境・教育環境を守るために〜

第10回勉強会資料－２

June. 12th, 2019

市ヶ谷駅前再開発にともなう五番町のまちづくり
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2018年（平成30年）4月20日
第２回「日テレ通り沿道まちづくり協議会」配付資料

「市ヶ谷駅周辺まちづくり協議会」の設置
市ヶ谷駅周辺の地権者が中心となり、まちの課題を共有し、千代
田区の考えるまちづくりと歩調を合わせながら､まちづくりを進めて
いく。 2016(平成28）年

2015～2016 年 駅南の地権者の一部にて再開発勉強会を開催

2016 年 10 月 駅南の地権者にて、“市ヶ谷駅周辺まちづくり協議会”を設立

2017 年 12 月 対象エリアを駅西も含める形に拡大

2017 年 4 月 第 14 回協議会を開催予定
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2018年（平成30年）７月１２日
第４回「日テレ通り沿道まちづくり協議会」 回収資料より作成

駅東
街区

協議会範囲

駅南
街区

駅西
街区
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市ヶ谷駅

麹町駅

2018年（平成30年）5月24日
第3回「日テレ通り沿道まちづくり協議会」配付資料
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D ゾーン 市ヶ谷駅前

市ヶ谷駅を中心とした賑わい拠点づくり

安全・安心なまちづくり

交通利便性の向上

みどり豊かな環境づくり

駅前地権者による共同化
【期待される地域貢献】
・ＪＲ・地下鉄とまちを円滑につなぐ安心・安全な歩行者空間づくり
・駅前滞留空間の整備
・複雑な交差点の解消
・ＪＲ～地下鉄へのスムーズで安心・安全な整備
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2017年（平成29年）千代田区作成
｢市ヶ谷駅周辺まちづくり検討業務」資料より パターン－①
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2017年（平成29年）千代田区作成
｢市ヶ谷駅周辺まちづくり検討業務」資料より パターン－②
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2017年（平成29年）千代田区作成
｢市ヶ谷駅周辺まちづくり検討業務」資料より パターン－③
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2019年（平成31年）1月31日
第7回「日テレ通り沿道まちづくり協議会」配付資料

用途地域の指定基準や

都市計画マスタープラン上の
位置付けが抜本的に変更さ

れた場合

五番町は地区計画がないた
め、高さ規制がない
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番町の用途地域と容積率 他地域に比べ複雑

一種住居
４００％

商業 ６００％

商業 ５００％

商業 ７００％

二種住居
４００％

一種住居
４００％

一種住居
５００％

二種住居
４００％

二種住居
５００％

商業 ４００％

日本テレビ

市ヶ谷駅

一種住居
４００％
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再開発計画の根拠となる上位計画
（ 2015年（平成２７年）日本テレビスタジオ棟建築時計画による）

｢新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針
○センターコアエリア
○職住近接エリア →容積緩和

「都市計画区域の整備・開発及び保全の方針」
○職住近接ゾーン
○番町・麹町・紀尾井町エリアの将来像

東京都

｢千代田区まちづくりグランドデザイン」平成15年
「千代田区都市計画マスタープラン」平成10年

千代田区
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「東京における土地利用に関する基本方針について
（都市づくりのグランドデザインを踏まえた土地利用のあり方）」東京都

パブリックコメント募集後も変更なし

交通結節機能を強化するための用途地域の指定基準策定

3路線以上の地下鉄駅が結節するなど乗車人員も多く、ポテンシャルを有する駅周辺

については、用途地域の指定基準見直し、地区計画による交通広場的空間の整備や
周辺市街地を含む歩行者ネットワークの形成などが見込まれる場合に、面的に容積
率800％の指定を可能とする。
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「都市開発諸制度活用方針」東京都 2019年3月改定
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住民の望むまち「番町」をみんなでつくろう

中層・中⾼層の住居系の複合市街地として、
番町の落ち着いたたたずまいを活かし、
住宅を中⼼として教育施設、商業・業務施設が調和・共存したまちをつくる。

また、空間的ゆとりがあり、緑に包まれた⼼やすらぐ住環境、美しい街並み
を維持・創出。

『まちづくりは構想・計画段階から区民参加が不可欠であり、区民主体型の
まちづくりを進めるため、地区レベルでの自主的まちづくり活動を行う組織
や組織づくりを支援していきます。』

「番町」はどんなまち？→現在の「千代田区都市計画マスタープラン」

千代田区「都市計画マスタープラン」の改定
→千代田区都市計画審議会で審議中→パブリックコメントの募集

千代田区への働き掛け
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千代田区「都市計画マスタープラン」の改定

行政の改定プロセスの考え方 ←

１．区民の代表である区議会議員及び公募の区民委員が過半数を占めて
いる都市計画審議会＝区民参画が図られている付属機関と受け止める。
２．都市計画マスタープラン改定部会を設置する。
３．多様な利害関係者の意見を聞く。

アンケート、説明ヒアリング、広報活動、パブリックコメント、公聴会

『まちづくりは構想・計画段階から区民参加が不可欠であり、区民主体型の
まちづくりを進めるため、地区レベルでの自主的まちづくり活動を行う組織
や組織づくりを支援していきます。』 ←

区民アンケートで７１．７％がまちづくりに関心がある。
麹町地区の３６．７％が「子育て・教育環境がよいまち」と考えている。

（平成３１年２月 世論調査）

一方通行・範囲が狭い

双方向・自主的


